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平成27年度　事業報告並びに決算報告
延岡市社協は「みんなでつくろう　支え合う地域社会」を基本理念に、「地域福祉活動計画」に基づき、行政をはじめ、

市内２２地区の地区社会福祉協議会及び１７地区の民生委員児童委員協議会並びに関係福祉団体等との一層の連携強化
や、地域福祉ネットワークづくりに積極的に取り組んでまいりました。

また、賛助会費と寄付金については、介護保険制度の改正による介護報酬等の影響がある中、事業を推進する上で貴重
な自主財源となることから、役職員の協力のもと積極的な確保に努めました。

平成27年度 収支決算報告 ： 449,457,229円
（内部相殺となる繰入金を除く）
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延岡市赤十字奉仕団  ～人道、博愛の精神で活動展開～
＜奉仕団の始まり＞
延岡市赤十字奉仕団は、戦後間もない昭和23年、県内で最も早く結成し
今年で68年になります。その最初の活動は外地から復員してきた人たちに、
家族の安否確認や湯茶の接待というものでした。
＜奉仕団の活動＞
奉仕団の活動は、赤十字の人道、博愛の精神に基づき、自らすすんで赤十
字事業を推進するとともに、地域社会に即した諸活動に取り組むことです。
団員数は、現在約220名。役員や団員相互の協力のもと、次のような活動を
積極的に行っています。
・赤十字活動資金募集　・献血車による献血事業への協力
・災害時における義援金などの募金活動
・「こども赤十字交流会（青少年赤十字の普及・育成）」の開催
・防災訓練への参加（非常食炊き出し等）
・赤い羽根共同募金ならびに歳末助け合い募金活動
・福祉まつり、ふくしバザーへの参加協力、その他の地域福祉活動
・「生き生きサロン（高齢者の生きがいづくり事業）」の開催

＜奉仕団からのお願い＞
○地域で献血車を見かけたなら、ぜひ「献血」をしていただきたいと思います。
献血をする人が年々減少しており、このままでは、大切な命が守れなくな
ります。
○赤十字の人道活動を積極的に支援していただける「奉仕団員」をひろく募
集しています。ぜひご協力をお願いします。

	委員長　西村　妙子

主　催   延岡市・延岡市社会福祉協議会
日　時   ８月６日（土）　９：30～12：30（受付９：00～）
場　所   延岡総合文化センター　大ホール
内　容   1社会福祉事業功労者表彰

2小中学生福祉啓発作文表彰・朗読
3記念講演　演題：認知症の理解を深めよう！（死ぬまで現役を支えるリハビリテーション）

講師：九州保健福祉大学　保健科学部　教授　小川　敬之　氏

学校や地域から依頼のあるハンディキャップ体験（車いす体験・アイマスク体験・高齢
者疑似体験）の講師として派遣する指導員を養成するための講座を次のとおり開催し
ます。指導員として活躍いただける方の参加をお待ちしています。
日　程   ９月３日（土）　9：00～13：45　福祉講話・車いす指導実習・高齢者疑似体験指導実習

９月４日（日）　9：00～12：00　アイマスク指導実習
※２日とも受講が必要です。 ■申 込 先：本所 地域福祉課
 ■申込締切：８月10日（水）

第38回 延岡市社会福祉大会のご案内

学校や地域で
活躍してみませんか!!! ハンディキャップ体験学習指導員養成講座のご案内

受講料 無料

どなたでも
ご入場できます

ボランティア
団体紹介

連絡先：延岡市日赤事務局
（延岡市こども家庭課内）

ＴＥＬ：22 - 7017

（昨年の様子）



有限会社

つだ福祉サービス
宮崎県延岡市別府町 3088 -１
ホームページ：tsuda-well.jp （0982）29 -3678

T E L

【小規模多機能型居宅介護】
●みちの音（水尻町）　●かねの音（大貫町）　●つきの音（東浜砂町）

【居宅介護支援事業所】
●有限会社つだ福祉サービス

【認知症対応型共同生活介護】
●グループホーム四季の音（別府町）

【広告】
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小・中学
生

高校生 福祉施設ボランティア体験募集

海を満喫しようin北浦

「ボランティアをしてみたい！」、「将来は福祉の現場で働きたい！」
という市内の高校生を対象に福祉施設ボランティア体験の参加
者を募集します。

快水浴場百選に選ばれた下阿蘇ビーチで、ボランティア体験に
参加して夏休みの思い出をつくりませんか。

＜事前学習＞※必ず出席が必要です。
日時：８月８日（月）13：30～16：00
場所：延岡市社会福祉センター
■対象者：市内の高校生
■参加費：500円
■申込締切：７月６日（水）
■申込先：本所 地域福祉課

日　　時：７月27日（水）　９：00 ～ 17:00
場　　所：道の駅「北浦」、下阿蘇海岸周辺
対 象 者：市内の小中学生（保護者の同意が必要です。）
募集人員：小学生（４年生以上） … 20人

中学生 ………………… 10人　計30人
（共に応募多数の場合は抽選となります。）

■参加費：500円　■活動内容：ボランティア体験（アイマスク体験）、クルージング、海水浴等
■申込締切：７月13日（水）　■申込先：北浦支所

＜施設体験＞
日時：８月９日（火）～８月19日（金）のうち２日間

※土日・祝日は実施しません。
場所：敬寿園・やわらぎの里・はまゆう園・こばと保育園

北方デイサービス・曽木デイサービス・大瀬別荘グループホーム
※２か所を選択して体験ができます。

熊本県・大分県災害義援金の受付（報告）

1,098,720 円（平成 28 年５月末現在）個　人 121,000円 学　校 136,691円

企　業 200,000円 街頭募金 329,180円

団　体 311,849円 計 1,098,720円
多くの皆様から義援金のご協力をいただき、誠にありがとうござい
ます。寄せられた義援金は宮崎県共同募金委員会を通じて被災地へ
送られます。



4.5cm×9cm（２色刷り）

お申込み・お問い合わせは、地域福祉課 ☎32-6555 まで
奇数月発行、市内約47,000世帯配布

大きさ
10,000円（税別）一 枠

広 告 募 集 木山会計事務所
経営・税務・会計のコンサルタント

税理士  木 山　　 誠     税理士  木 山　亜 紀
延岡市浜砂２丁目21番９号　TEL（0982）35-7755

【広告】
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平成28年３月号の広報紙で、食糧品寄贈のお願いをしましたところ、多くのご協力をいだだくことができました。
食糧支援を必要とする方々へ有効に活用させていただいております。皆さま、ありがとうございました。

現在、お米は十分な量が集まりましたが、その他のレトルト食品や缶詰などが不足しております。今後もご協力
をよろしくお願いいたします。

○受付場所：延岡市社会福祉協議会（延岡市社会福祉センター１階）
○受付日時：月曜日～金曜日（年末年始・祝日を除く）９：00～16：30
○寄贈いただきたい食糧
・常温での保存が可能なもの
・賞味期限が１か月以上のもの
・未開封のもの

※寄贈品につきましては、保管場所の都合や食糧の状態によってはお断りさせていただく場合もございますので、ご了承ください。
　連絡先：本所　地域福祉課　のべおか自立相談支援センター

食糧品寄贈のお礼とお願い

食 糧 の 例
・麺類　　・インスタント食品（カップ麺、レトルト食品等）
・缶詰　　・瓶詰食品　　・フリーズドライ食品
・乾物　　・調味料　　　・粉ミルクなど

「平成28年熊本地震」被災地へ職員を派遣しました
延岡市社協では、九州ブロック社会福祉協議会災害時相互応援協
定に基づき熊本県熊本地方などを震源地として発生した平成28年熊
本地震によって大きな被害を受けた熊本県へ職員を派遣し、現地で
災害ボランティアセンターの運営支援を行いました（阿蘇市１名：４
/25～４/29、西原村１名：５/30～６/３）。被災地では余震が続いて
いる中、二次災害を防ぐために細心の注意を払いながらの活動とな
りました。
そのような中、災害ボランティアセンターには全国各地から多く
のボランティアが駆け付け、被災地復興のためにご協力をいただき
ました。延岡市から駆け付けた方もおり、非常に心強く感じるとと
もに、ボランティアの皆さんに対する感謝と敬意、また、存在の大き
さを改めて感じることができました。地元社協の職員の中には自身
も被災しているという方もおられ、地元のボランティアの皆さんの
協力を得ながら災害ボランティアセンターが運営されていました。
本市においても、市内の企業・団体で構成される災害ボランティア
ネットワークを組織し、災害時の体制整備を図っています。また、ボ
ランティアスタッフの育成として、災害ボランティアリーダー養成
講座を開催するとともに、地域において災害ボランティアセンター
の運営訓練などを実施しています。
被災地では、いまもなお避難生活を余儀なくされている方もいる
ため、１日も早い復興を心より祈っています。延岡市社協としても、
今回の経験を無駄にすることなく、今後の災害対策に活かしていき
ます。

熊本県内被災地の様子
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香典返し・一般寄付・物品寄付のご提供、ありがとうございました。
平成28年４月１日から平成28年５月31日までに次の方々からご寄付・ご寄贈がありました。心からお礼を申し上げます。

（個人情報保護法に基づき、了承を得た方のみ記載させていただいております。）

社会福祉協議会へ  社会福祉事業に役立っています。香典返しは

この広報紙は共同募金の助成金で作成しています。

ふれあい福祉相談（無料）

ふれあい相談（なんでも相談）
相 談 日：月・水・木・金曜日（９:00～17:00）

火・土曜日（10:00～15:00）
（日曜・祝日の相談はお休みになります。）

会　　場：延岡市社会福祉センター（三ツ瀬町）

無料法律相談
（相談を希望される方は予約が必要です。）
本　　所：７月21日（木）	10:00～15:00

８月18日（木	）10:00～15:00
北浦支所：７月19日（火）	13:30～16:30

問い合わせ先：本所・各支所へご連絡ください。

芳　名 故　人 住　所 金額（円）
本所受付

高　田　謙　二
佐　藤　則　夫
佐　藤　孝　子
久木留　正　春
原　田　サキ子
多　川　富美子
松　田　恵　子
田　中　正　一
戸　田　英　光
甲　斐　小夜子
吉　弘　　　勇
吉　弘　　　勇
杉　　　真　理
児　玉　征一郎
中　川　勝　博
矢　野　紀　子
甲　斐　文　勝
内　越　瑞　恵
尾　﨑　篤　代
鉾之原　　　忍
園　部　希　枝

母・モヨ
母・シメ子
夫・弘光
妻・さえ子
夫・一水
夫・康博
夫・義輝
母・チサ子
妻・光子
兄・工藤文稔
長男・和展
母・マサエ
母・サヤ子
妻・トキエ
母・リユ子
夫・善久
妻・靜江
夫・裕之
夫・光昭
父・勝美
夫・芳弘

恒富町
惣領町
大貫町
下伊形町
野地町
川島町
長浜町
西小路
土々呂町
稲葉崎町
日の出町
日の出町
大貫町
南一ケ岡
岡富町
妙町
松山町
櫛津町
東本小路
平原町
大貫町

30,000
30,000
30,000
20,000
30,000
20,000
20,000
金一封
5,000
20,000
20,000
20,000
50,000
30,000
金一封
金一封
20,000
10,000
30,000
50,000
30,000

団	体	・	個	人	名 金額（円）
本所受付

社会福祉チャリティーＧ・Ｇ愛好会
延岡地区遊技業組合
甲　斐　 　丸（富美山町）　
河　野　義　一（中島町）
河　野　三　郎（本小路）
牧　野　富　子（片田町）

7,200
500,000
10,000
10,000
100,000
10,000

芳　名 故　人 住　所 金額（円）
甲　斐　忠　一
児　玉　鉄　雄
黒　田　　　實
満　﨑　尅　次
太　田　國　裕
河　野　善　夫
財　前　節　子
大　谷　恵　子
髙　久　米　美
野　中　克　彦
靍　居　君　江

妻・幸子
母・ヒサ子
妻・敬惠
父・唯雄
母・キヌエ
母・ミユキ
夫・数行
母・栁田歌子
夫・靜雄
母・清子
夫・昌一

祝子町
宮崎市
西階町
鶴ケ丘
大野町
宮崎市
長浜町
平原町
川島町
富美山町
西階町

30,000
20,000
10,000
20,000
20,000
30,000
30,000
30,000
金一封
金一封
金一封

北方支所受付
中　矢　恒　利
川　並　ハツ子
甲　斐　敏　夫

母・彌生
夫・陸郎
妻・アイ子

曽木
八峡
藤の木

30,000
100,000
50,000

北浦支所受付
山　田　一　明
前　田　典　且

父・秋義
母・シヅ

市振
古江

10,000
50,000

北川支所受付
松　本　延　命 妻・厚子 長井（本村） 金一封

　延岡地区遊技業組合様よ
り、助成金をいただきました。
この助成金は、地域福祉のた
めに有効活用させていただき
ます。ご協力ありがとうござ
いました。

◎香典返し寄付

◎一般寄付

※敬称は略させていただきます


